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経済の時代区分』『ポルトガルの新キリスト教徒の歴史』などの著作がある João Lúcio de 















を切り開いたのが、経済史家 Jorge Borges de Macedo の『ポンバル時代の経済状況(A 











































震と復興・再建政策である。美術史家 José-Augusto França は、パリ大学に提出した博













年のブラジルとポルトガル (Conflicts & Conspiracies Brazil and Portugal, 1750-1808)』や
『ポルトガル民主主義の創造 (The Making of Portuguese Democracy)』などの著作のある























































(Leopoldo José Collor Jobim)
「ポルトガルのフリーメイソンの伝統におけるポンバル」
(A. H. Oliveira Marques, João José Alves Dias)
「ポンバルとフリーメイソン」(José A. Ferrer Benimeli, スペイン語）
「ポンバル侯爵と演劇」(Luiz Francisco Rebello)
「権力・知識人・反権力」(Maria Helena Carvalho dos Santos)
「伝統主義的・カトリック的イデオロギーにとってのポンバル」








「ポンバル侯爵とブラジルにおける教育」(António Alberto Banha de Andrade)
～社会構造と対外政策～







「ポルトガル旧体制におけるポンバル期の法令と家族構造」(Maria Beatriz Nizza da 
Silva)
「オーストリア・ウィーンの宮廷におけるセバスティアン・ジョゼ・デ・カルヴァリョ・
イ・メーロの外交活動(1744～1749)」(Maria Alcina R. C. Afonso dos Santos
第２巻
～経済・商業・工業～
「18世紀ポルトガルにおける工業の発展と技術的遅れ」(António José da Silva Moreira)











ての論考』」(Rafael de Faria Domingues Moreira)
「ジョヴァンニ・カラファ・ドゥッカ・ディ・ノージャの批判的啓蒙主義とヴィチェン








「ポンバル侯爵の時代の演劇：娯楽と権力」(José da Costa Miranda)
「18世紀におけるポルトガル音楽の（学際的な）人類学的パースペクティブのために」




































「法学論争とポンバル的解決」(Mário Júlio de Aimeida Costa)




















　また、コインブラ大学文学部の「思想史・理論研究所(Instituto de História e Teoria das 
Ideias)」が発行している研究年報『思想史研究』も、この機会に「ポンバル侯爵とその時








メーロの公的活動（1744-1749）」(Maria Alcina Afonso dos Santos)
「ポンバル侯爵の経済政策と18世紀ポルトガル社会」(Armando de Castro)
「権力と社会。ポンバルの法令と旧ポルトガル社会」(António Resende de Oliveira)
「ポンバル時代における外国人のリクルート」(Rómulo de Carvalho)
「リベイロ・サンシェスとユダヤ人問題」(Maria Helena Carvalho dos Santos)





「1761年のアウト・ダ・フェ」(Isaías da Rosa Pereira)










(Luís A. de Oliveira)








































文化（16世紀～18世紀）』で有名な思想史家 José Sebastião da Silva Dias である。1982年に
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ポンバル研究序論










ズモと政治的企図(Pombalismo e Projecto Político)」においては、政治理論と政治的実践の
関係性の多様性・複雑さや、考察する際の単純化や抽象化の危険性を指摘した上で、19世
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